
WORKSHOP 

甲南 大 学 知能 情報 学部 准 教 授 永田 之 

2022 年 12 月 7 日 ( 水 ) 12:30 - 14:00 

神戸 大 学 国際 文化 学研 究 科 E410 (学術 交流 ルー ム ) 

私 た ち が 使 う 検 索 エ ンジ ン や 予測 変換 、 自 動 翻 訳 な ど 、 様 々 な と 

ころ で 活躍 する 自然 言語 処理 モデ ル は 、 ど の よう な 仕組 み で 動い て 

いる の で し ょ うか 。 自然 言語 処理 モデ ル は 言語 研究 に どの よう に 用 

いる こと が で きる か 、 ま た 将来 的 に 言語 研究 を どの よう に 変容 し て 

いく の か に つい て も 一 緒 に 考え まし ょ う 。 

講師 に よる デモ に 加え 、 参 加 者 は 自身 の PC に て 、 モ デル を 使う 体 

験 が で きま す 。 ぜ ひ 可 能 な 方 は PC 持参 で ご 参加 くだ さい 。 

問い 合わ せ 先 : 村 智子 (tt@⑥port.kobe-u.ac.jD)  


